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会議開催日時

16日（水）

18:00～20:00

21日（水）

18:00～20:00

シェアしたい取組 市域で共有・検討したい課題

・研修会（区作連・ボランティアグループ・自立協協同）では、新人

からベテランまで様々な立場の人材が参加しやすいよう研修内容を工

夫して企画しています。また、必要に応じて情報発信・情報共有の場

となるよう努めています。

・事業所間だけでなく、地域ケアプラザなど、多職種と連携した関係

づくりを目指し、区域における「顔の見える関係づくり」継続の核を

担っています。

・「防災」や「人材不足（人材定着のハードルの高さ）」など、事

業所や地域をまたいで課題となっているテーマについて、市域で課

題やアイデアを共有できる場があると良いです。

・事業所内のみでのＯＪＴの限界、閉塞性を打破するため、区や市

全体でより良い支援へとつながるＯＪＴが行えるよう、制度作りを

していきたいです。

２月

３月

連携・協働に

よる課題解決

の仕組み

部会でできたこと・やったこと

・アンケートに基づく研修テーマの実施。7月開催の際40名以上、1月開催の際６０名以上の参加があり、盛況である。

・7月の研修にて、被災地支援センター保土ケ谷の周知を行った。

・1月の研修にて、区内の地域ケアプラザと連携し、障害福祉と介護の橋渡しを行った。

・拠点整備計画の役割を意識した企画運営。

運営上の課題

・担い手不足。特にボランティアグループの担い手は顕著。

１１月

１２月

１月

地域支えあい研修　テーマ：地域資源としてのケアプラザの機能と役割
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（場所：保土ケ谷公会堂1号会議
室）

８月

９月

１０月

５月

６月

７月 地域支えあい研修　テーマ：地域防災（場所：保土ケ谷公会堂１号会議室）

年間目標
　年２回の研修を開催し、人材育成を図るとともに、法人や事業所の垣根を超えた職員同士の顔の見える関係性を構築する

ことでも、人材定着を図る。

月 活動内容

４月

基幹相談支援センター 生活支援センター 地域ケアプラザ

社会福祉協議会 その他 合計

児童相談所 身体障害者相談員 知的障害者相談員

民生・児童委員 地域住民代表 区福祉保健センター

構成機関

相談支援従事者 就労支援センター 発達障害者支援センター

障害福祉サービス事業者 医療機関 教育関係機関

民間企業 高齢者介護の関係機関 当事者・当事者団体

当事者の家族 権利擁護関係団体・者 大学等

公共職業安定所 保健所・保健センター 保育所

佐藤氏・ほどがや希望の家 副部会長（氏名・所属先）： 土屋氏・ダンボの会
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